
泉大津市公共施設の適正配置に向けた 

アンケート調査ご協力のお願い 

 

日頃から、市政に格別のご理解とご協力を頂き、誠にありがとうございます。 

本市では、「泉大津市公共施設等適正配置基本計画【第 2 期】」の計画期間が終了することに伴い、

第 3 期基本計画の策定を進めております。 

このアンケート調査は、その計画の策定にあたって、広く市民の皆様のご意見、ご意向をおうかがい

し、計画に反映させていただくことを目的に実施するものであり、泉大津市にお住まいの 16 歳以上

の方から無作為に抽出した２，０００人の皆さまにお願いするものです。 

つきましては、大変お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力ください

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

令和 7 年 9 月 泉大津市長 南出 賢一 

 

ご回答にあたってのお願い 
アンケートの回答は、以下のどちらかを選択し、封筒の宛名のご本人がお答えください。 

【回答方法①】同封の「調査票」に記入し、郵便ポストに投函 

⚫ 名前を記入する必要はありません。調査結果は、統計的に処理します。個人が特定されるこ

とはありませんので、ありのままを回答してください。 

⚫ 回答の記入は、各質問の項目に従って、直接アンケート調査票にボールペンやサインペンでしっ

かりご記入願います。 

⚫ 特にことわりのない限り、該当する番号などに○印をつけてください。 

⚫ 「その他」の項目を選ばれた場合は、（   ）の中に具体的な内容を記入してください。 

⚫ ご記入いただいた調査票は、●月●日（●）までに、同封の返信用封筒に入れて、ポストに投

函してください（切手は不要です）。 

【回答方法②】「パソコン・タブレット・スマートフォン」を用いて WEB 上より回答 

⚫ ●月●日（●）までに、ご回答ください。 

⚫ パソコンでの回答の場合は、下記の URL を入力して画面を開いてください。 

URL 

⚫ タブレット、スマートフォンでの回答の場合は、右の

QR コードを読み取ってください。 

⚫ 画面が表示されましたら、右の「オンライン回答

番号」を入力して回答を開始してください。 

この番号は重複回答を避けるためのもので、個人を特定するものではありません。 

 

【お問合せ先】 

泉大津市役所 総務部 資産活用課 TEL0725-33-1131（代表） 
  

オンライン回答用番号 

 
QR 

資料４ 

案 



――――― 泉大津市の公共施設に関する取組 ――――― 

本市の公共施設の多くは、昭和 40 年代から 50 年代半ばに建設されたため、建物の老朽化が進ん

でいます。また、人口減少や働く世代が少なくなってきていることから、市の税収も減っていくと考え

られます。こうした中で、古くなった施設の修理や建替えにかかるお金の負担が大きくなることが予

想されます。そうした将来を見据え、今ある公共施設を今後どのようにしていくべきかをしっかり考

え、計画的な対策等を実行していくことが必要です。 

そのため、本市では、平成 26 年に基本理念（目標となる目指す姿）や基本方針（それを実現するた

めの方向性）を決め、平成 29 年に計画を策定し、公共施設をよりよい形で使い続けていけるような

取組みを進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本理念】  誰もが利用しやすく誰もが集える公共施設 

基本方針１ 施設の複合化・多機能化 

基本方針２ コストの圧縮 

基本方針３ サービスの維持・向上 

基本方針４ 総量の圧縮 

基本方針５ 共通理解と体制の構築 

公共施設適正配置基本方針 

平成２６年１２月 

これまでの取組① 市立図書館 SHEEPLA（シープラ）の移転 

 老朽化が進んでいた旧図書館を、より魅力ある図書館へと生まれ変わら

せるため、泉大津駅前の商業施設内へ移転しました。 

 新たな図書館は、すべての市民が新しい価値を創造できる場として、読

書や学習に加え、交流・創造・学び直しといった多様な目的に対応してい

ます。今後は、まちづくりや教育支援の中核を担う施設として、さらに期

待が高まっています。 

これまでの取組② 保育所・幼稚園等の統合 

 施設の老朽化や少子化による園児数の減少、女性の

社会進出など保育ニーズの増加や多様化に対応する

ため、既存の施設の再編による認定こども園の整備を

進めてきました。 

 市内の保育所や幼稚園が統合・廃止され、こども園が

開園しました。 
くすのき認定こども園 えびす認定こども園 

基本理念の実現に向け、計画期間・対象施設・適正配置計画・実現手法等

を示している。 

公共施設適正配置基本計画 

【第 1 期】 平成２９年～令和 3 年 

【第 2 期】 令和 4 年～令和 8 年 

これからの時代に合った必要な行政サービスを提供し続けるために、公共施設の数や大きさについ

て、将来の人口や市の財政の状況に合った形に見直していく取組みです。建物そのものだけでなく、ど

のようなサービスを提供しているか（＝機能）に注目し、何が必要かを整理したうえで、施設の古さや使

い方を考えながら方向性を決めて、計画的に進めていく必要があります。 

方法例 ： 機能が異なる複数の施設を 1 つにまとめる（複合化） 

1 つの施設を利用時間等で分けて多くの機能を持つ施設とする（多機能化） 

複数の施設を集約して不要な施設を廃止する(統合) 

長く使えるように建物や設備を修理する（長寿命化）  等 

公共施設の適正配置とは・・・ 
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泉大津市公共施設の適正配置に向けたアンケート調査 

調査票 

当てはまるものを１つ選び、番号に○をお付けください。（アンケートご記入時の状況でご回答ください） 

問 1 性別 

１. 男    ２. 女    ３. 回答しない 

 

問2 年代 

１. 10 歳代    ２. 20 歳代   ３. 30 歳代 

4. 40 歳代    ５. 50 歳代   ６. 60 歳代 

7. 70 歳以上 

 

問3 居住地 （小学校区名で回答） 

１. 戎小学校    ２. 旭小学校   ３. 穴師小学校 

4. 上條小学校   ５. 浜小学校   ６.  条東小学校 

7. 条南小学校   8. 楠小学校 

※小学校区が分からない場合は、以下に町丁名を記入ください 

（         ）【記入例】末広町１丁目 

 

問 4 本市の公共施設の多くが老朽化しており、それらの施設の大規模改修や建て替えの時期が迫ってい

ることについて、どのくらい知っていますか。         （１つに○） 

１. よく知っている    ２. 少しは知っている 

３. あまり知らなかった   4. 全く知らなかった 

 

問 5 本市では、平成 26 年に『公共施設適正配置基本方針』、平成 29 年に『公共施設適正配置基本計画

【第 1 期】』、令和 5 年に『同計画【第 2 期】』を策定し、公共施設の適正な配置に向けた取組を計画

的に実施しています。このことについて、知っていますか。        （１つに○） 

１. よく知っている    ２. 少しは知っている 

３. あまり知らなかった   4. 全く知らなかった 

 

問 6 約 10 年前と比べて、本市の公共施設の使いやすさや充実度は、どのように変わったと感じます

か。              （１つに○） 

１. とても良くなった   ２. 少し良くなった 

３. あまり変わっていない   4. むしろ不便になった 

5． 分からない／利用していない 
  

案 
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問 7 「公共施設」と聞いて、まず思い浮かぶ施設はどこですか。最大 3 つまで教えてください。 

施設名 

   

 

問 8 以下の施設の過去 1 年間の利用について、該当する選択肢を選んでください。 

利用について「４．半年に１度」「５．利用したことがない」を選択した場合は、その理由を教えてくだ

さい。 あわせて、各施設の満足度を教えてください。 

施設名 

利用について【過去１年間】 

＜１つに○＞ 

「４．半年に１度」「５．利用した

ことがない」を選択した理由 

＜１つに○＞ 

施設の満足度 

＜１つに○＞ 

ほ
ぼ
毎
日 

１
週
間
に
１
度 

１
か
月
に
１
度 

半
年
に
１
度 

利
用
し
た
こ
と
が
無
い 

施
設
の
存
在
や
サ
ー
ビ
ス 

内
容
を
知
ら
な
い 

利
用
す
る
必
要
が
無
い 

施
設
・サ
ー
ビ
ス
・利
用
時
間
・ 

使
用
料
な
ど
に
不
満
が
あ
る 

他
の
市
区
・国
や
府
の
施
設
を 

利
用
し
て
い
る 

民
間
施
設
を
利
用
し
て
い
る 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

１ 
パークセンター 

（シーパスパーク内） 
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

２ 
市民活動支援センター

（おづプラザ） 
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

３ 
あすとホール 

（あすと松之浜２階） 
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

４ 図書館（シープラ） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

５ 勤労青少年ホーム 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

６ 池上曽根弥生学習館 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

７ テクスピア大阪 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

８ 南公民館、北公民館 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

９ 総合体育館 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

10 市民プール（助松公園） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

11 総合福祉センター 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

12 保健センター 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 
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施設名 

利用について【過去１年間】 

＜１つに○＞ 

「４．半年に１度」「５．利用した

ことがない」を選択した理由 

＜１つに○＞ 

施設の満足度 

＜１つに○＞ 

ほ
ぼ
毎
日 

１
週
間
に
１
度 

１
か
月
に
１
度 

半
年
に
１
度 

利
用
し
た
こ
と
が
無
い 

施
設
の
存
在
や
サ
ー
ビ
ス 

内
容
を
知
ら
な
い 

利
用
す
る
必
要
が
無
い 

施
設
・サ
ー
ビ
ス
・利
用
時
間
・ 

使
用
料
な
ど
に
不
満
が
あ
る 

他
の
市
区
・
国
や
府
の
施
設
を 

利
用
し
て
い
る 

民
間
施
設
を
利
用
し
て
い
る 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

13 
泉大津市立駐車場 

（泉大津駅地下駐車場） 
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

14 
小中学校の地域開放 

（体育館等の開放） 
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

15 
健康福祉プラザ 

（ココフレア） 
1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

 

問 9 本市の公共施設数やサービスの内容について、あなたのお考えに近いものはどれですか。 

（１つに○） 

１. 満足   ２. やや満足  ３. どちらともいえない 

4. やや不満  ５. 不満 

 

問 10 将来、すべての公共施設を適切に維持していくことが難しくなると考えられる中、公共施設に対す

る本市の望ましい取組の方向性として、あなたのお考えに近いものはどれですか。 

次の「１」から「９」について、それぞれ右欄の１～４の中から 

１つに○印をつけてください。 

積極的に実
施すべき 

どちらかと
いえば実施

すべき 

どちらかとい
えば実施すべ
きではない 

実施すべき
ではない 

１ 
現在ある施設の統廃合や機能の複合化・多機能化に

よって施設数を減らす 
１ ２ ３ ４ 

２ 近隣自治体と共同で施設を建設・運営する １ ２ ３ ４ 

３ 
施設の建替えや管理運営に、民間のノウハウや資金を

活用する 
１ ２ ３ ４ 

４ 施設の管理・運営をコミュニティ（地域住民）にまかせる １ ２ ３ ４ 

５ 
施設を補強し長持ちするようにして、しばらくの間 

建替えないでおく 
１ ２ ３ ４ 

６ 民間施設の利用に対して助成し、公共施設を削減する １ ２ ３ ４ 

７ 
建物の維持管理費を確保するため、施設におけるサー

ビスの水準を引き下げる 
１ ２ ３ ４ 

８ 
サービスの水準を維持・向上させるため、施設の利用

料金を引き上げる 
１ ２ ３ ４ 

９ 将来世代の財政負担が増えないようにする １ ２ ３ ４ 
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問 12 あなたは、公共施設にどのような機能の充実・拡充を求めますか。 

（特に当てはまるもの、２つに○） 

１. イベントやプログラムが多く実施されている ２. 開館日が多く、開館時間が長い 

３. 貸部屋や貸会議室が多くある   4. 学習スペースが充実している 

５. 地域の情報が集まる    6. 子どもを遊ばせることができる 

7. 地域のコミュニケーションが活性化するような場がある 

8. 世代に関わらず、誰もが自由に立ち寄れるスペースが充実している 

９. その他（        ） 

 

問 13 今後、本市の公共施設を集約・複合化する場合、どのような施設を対象にすべきだと思いますか。 

（特に当てはまるもの２つに○） 

１. 老朽化が著しい施設   ２. 地域内で役割や機能が重複している施設 

３. 維持管理に多額の費用がかかる施設 4. 民間施設で代替できる施設 

5.その他（        ） 

 

問 14 本市では、将来にわたり効率的かつ持続的に公共サービスの提供を維持するため、公共施設を適

正に配置し、総量の縮減に向けた取組を計画的に進めています。その中で、不必要となった施設や

土地について、どのように活用・処分すべきだとお考えですか。       （１つに○） 

１. 積極的に売却・貸付等を行い、今後の施設整備の財源とする 

２. 新たな用途として活用する 

３. その他（        ） 

 

問 15 最後に、本市の公共施設に関する取組について、その他ご意見などがあればお聞かせください。 

 

設問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

記入し終わった調査票を、同封の返信用封筒に入れ（切手は不要）、 

締め切りの●月●日(●)までにご投函ください。 

 


